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要　旨

我が国において，個人の生命・財産を脅威から守るいわ

ゆるセキュリティ意識は，ここ数年高まりを見せている。

この背景には最近の凶悪犯罪の増加による防犯意識の向上

が挙げられるが，公共分野においてセキュリティを考える

場合，防犯と同等以上に防災も考える必要がある。つまり，

社会の中では個人に対する脅威は災害・犯罪共に同じ重さ

を持っている。公共分野においてセキュリティを考慮すべ

き対象としては，不特定多数の人が利用するところ，外国

人が出入国するところ，災害・事故・事件などの事案発生

時に社会的影響が大きいところなどが挙げられる。具体的

には，河川・道路・空港・港湾・公共施設などである。

これら公共分野でのセキュリティを構築する場合は映像

による監視システム主体になるが，最近の映像伝送技術の

進展とともに映像監視ポイントの拡大による監視業務の高

度化，映像活用の高度化により，監視業務の効率化，さら

には制御分野への映像利用も進んでいる。また，映像利用

範囲の拡大に伴う監視業務負荷の増大に対応するため，映

像表示技術の発展，映像検索技術の高度化への期待も高ま

っている。

また，空港・港湾などに代表される公共大規模施設にお

ける人為的犯罪に対応する手段，すなわち防犯システムの

構築においては人的対応と強調したシステム構築が必要で，

システムに対する要求，システムの運用，システム構築の

各フェーズにおいて機械と人の機能バランスを考慮する必

要がある。
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侵入検知システム
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道路管理業務支援システム
● 突発事象自動検知(停止車両・渋滞・避走)

大画面表示システム
● 情報(映像・音声信号，各種データ)一元管理
● GIS(地図情報)応用
● マルチ表示(オーバレイ，ビデオアイコン等)

河川監視制御システム
● 映像監視
● 施設遠隔監視・制御
● 音声収集・拡声放送

空港監視システム
● 侵入検知
● 出入監視
● 映像監視
● 連絡通報

水位計測システム
● 河川水位自動計測

港湾監視システム
● 映像監視
● 侵入検知
● 船舶監視

● 土石流発生自動検知
土石流検知システム

監視対象（施設）ごとに機能は異なる。道路・河川等の広域監視においては映像監視が主体になる。空港・港湾等の拠点監視は映像監視以外
の機能も必要となる。

公共分野における監視システムの主な機能
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